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Tel. 0172-52-4396  
E-mail  nou_souken@aomori-itc.or.jp

農林総合研究所 作物部 あおもりの未来、技術でサポート

Aomori Prefectural Industrial Technology Research Center
地方独立行政法人 青森県産業技術センター

１．背景・目的
近年、地球温暖化に伴い水稲の生育が促進される傾向があります。特に、令和

５年は高温条件で白未熟粒が多発し、１等米比率が低下しました。そこで「まっ
しぐら」を対象に出穂後の異常高温を回避する晩植の効果を明らかにしました。

２．晩植栽培の生育ステージ到達日と収量性

・直近10か年の稲作期間の平均気温は上昇傾向で、水稲の生育は早まっています。
・移植日が遅くなると、高温条件で白未熟粒の発生が助長される出穂後20日間の平
均気温は低くなります。一方、栄養成長期間が短く、減収しやすくなります。

３．移植時期毎の高温障害リスクと登熟条件

水稲品種「まっしぐら」における近年の気象
条件下で異常高温を回避するための移植時期

研究成果

作物部

栄養成長

期　　　間 1-20 1-40

（月/日） （月/日） （日） （月/日） （℃） （℃）

5/15 7/3 49 7/26 25.1 24.6

5/31 7/12 42 8/3 24.6 24.0

6/15 7/21 36 8/11 24.3 23.2

6/30 8/1 32 8/22 23.7 21.7

移植日 幼形期 出穂期
登熟期間の平均気温

青森地方気象台の平均気温と水稲生育予測式から試算した
まっしぐら（中苗）の移植日毎の生育ステージ到達日等

直近10か年（2016～2025年）の日平均気温の平均値で試算

6月に田植え

・出穂後20日間の平均気温が26℃を超える割合が高い地域では、登熟気温も高い
傾向にあるため、6月上～中旬に田植えをする晩植栽培の導入で、登熟不良の発
生リスクを低減した高温回避対策が可能です。

出穂後20日間の平均気温26℃
を超える割合

※白未熟粒の発生が助長される
温度

登熟気温が20℃を超える割合

※出穂後40日間の平均気温で
登熟性と玄米品質が維持さ
れる温度

移植時期ごとの収量性（2009～2013年）


